
 
（ﾃｲｼﾞﾝ JOP対象E1大会） 

開  催  要  項 
１．主  催  福岡県テニス協会 

２．公  認  （財）日本テニス協会 

３．期  日    平成２５年 ７月 １９日（金）～２２日（月） 

４．会  場  博多の森テニス競技場（砂入り人工芝）  福岡市博多区東平尾公園1丁目１-１ 

５．参加資格  各都道府県テニス協会加盟団体所属者 

 本大会は、日本テニス協会への選手登録をしていない方も参加できます。 

６．種  目   

期          日 

男  子 女  子 
種     目 

H25/7/ 20（土）～22（月）単・複 ― ３５歳以上（1978/12/31以前出生者） 

H25/7/ 19（金）～22（月）単・複 H25/7/ 19（金）～22（月）単・複 ４０歳以上（1973/12/31以前出生者） 

H25/7/ 19（金）～22（月）単・複 H25/7/ 19（金）～22（月）単・複 ４５歳以上（1968/12/31以前出生者） 

H25/7/ 19（金）～22（月）単・複 H25/7/ 19（金）～22（月）単・複 ５０歳以上（1963/12/31以前出生者） 

H25/7/ 19（金）～22（月）単・複 H25/7/ 19（金）～22（月）単・複 ５５歳以上（1958/12/31以前出生者） 

H25/7/ 19（金）～22（月）単・複 H25/7/ 19（金）～22（月）単・複 ６０歳以上（1953/12/31以前出生者） 

H25/7/ 19（金）～22（月）単・複 H25/7/ 19（金）～22（月）単・複 ６５歳以上（1948/12/31以前出生者） 

H25/7/ 19（金）～22（月）単・複 H25/7/ 19（金）～22（月）単・複 ７０歳以上（1943/12/31以前出生者） 

H25/7/ 19（金）～22（月）単・複 H25/7/ 19（金）～22（月）－・複 ７５歳以上（1938/12/31以前出生者） 

H25/7/ 20（土）～22（月）単・複 ― ８０歳以上（1933/12/31以前出生者） 

※一人1シングルス・1ダブルスとし年齢の異なる種目の参加はできません。ただし、シングルス、ダブルスの

両種目のない年齢別種目の参加者は、他の年齢別種目に参加できます。 

７．試合方法  全試合３セットマッチ・タイブレーク決戦方式（１セットオール後ファイナルセットは、タイブ

レークのみとする。）「セットブレーク・ルール」を採用します。 

        ノーアドバンテージスコアリング方式ではありません。 

８．使 用 球  ダンロップフォート 

９．ﾜﾝｺｲﾝ制度  本大会は、ワンコイン制度の対象大会です。参加にあたり、ワンコイン制度金１００円を 

        ご負担願います。ご協力よろしくお願いいたします。 

参 加 料  シングルス ６,１００円    ダブルス  ６,１００円（１組） 

         振込先 郵便局   口座番号 ０１７８０-１-９４２３５ 

                   加入者名 福岡県テニス協会 

        ※通信欄に必ず大会名・種目（複数の場合は明細）を記入してください。 

10．競技規則  ２０１３年度（財）日本テニス協会トーナメント諸規則を適用します。 

11．申込要領  (1)申込締切 平成２５年 ６月 １３日（木） 午後５時必着  

        (2)申 込 先 〒810-0022福岡市中央区薬院2-14-26 東洋薬院ビル 

               福岡県テニス協会「ベテランオープン」係  ℡ 092-722-1605 

(3) 申込方法 所定の申込用紙に必要事項を記入し、参加料振込済の領収証（コピー）を添え
てお申込み下さい。ドローは、福岡県テニス協会のホームページ（www.k-tennis.jp）に
て発表致します。ドローの必要な方は、返信用封筒〔中型（12cm×23.5cm）90 円切手貼

付・宛名記入〕を申込書と一緒に同封して下さい。 

12．ﾄﾞﾛｰ会議  平成２５年 ６月２０日（木）選考委員会で決定 

13．そ の 他  （1）ベテランJOPポイントは申込締切日までに選手登録を行っている方にのみ与えられます。 

（2）本大会はすべてのプレーヤーを公平に扱います。 

        （3）本要項は天候等やむをえない事情により変更される場合があります。 

        （4）当トーナメントは「トーナメント管理規程」第23条を適用することがあります。 

（5）大会期間中における負傷、事故等については応急処置をとりますが、その他については主

催者加入の傷害保険の範囲内とします。 

         ディレクター 徳永 和夫     レフェリー 目代 良児 


